
再生紙及び植物油インキを
使用しています。

『自治会』は安全で安心なまちにするため、地域の人たちが、仲良く助け合いながら、いろいろな活
動をしているグループです。住みやすいまちは、個人や家族だけでは作ることはできません。地域に
暮らす人たちが少しずつ力を出し合うことが必要です。ここで、自治会活動についてご紹介します。

住みよいまちは 地域の“住みよいまちは 地域の“ 絆絆 ”から”から

自治会トピックス自治会トピックス

自治会についての詳細情報は、
市のホームページにも掲載しています。

地域からの活動報告が届いています !

穏やかな春の日、車を洗っていたら、背後でドスンと音がし、振
り返ると高齢者が倒れていた。

すぐに組長等へ連絡したが不在であり途方に暮れていた時、通
りかかった郵便配達員が、まず自分の上司に許可を取り、救急車の
手配及び家族の連絡等を速やかに行っていただき、事なきを得た。

ここで、あの時の郵便配達員さんに感謝とお礼を申し上げたい。
“ありがとうございました”

https://www.city.hitachinaka.
lg.jp/shiminkatsudo/m_
shimin/1003739/index.html ▶

ひたちなか市

自治会連合会だより
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清 掃

防犯パトロール

連 携

防 犯 灯

見 守 り

災害時の備え

２月３日（月）午前10時～12時、消防本部・笹野消防
署の新庁舎見学会に併せ、庁舎内多目的ホールにて、こ
れからの見守り活動の原動力となる健康増進を目指し、
水戸ヤクルトから講師を迎え、「ヤクルト健康教室」を開
催しました。

新庁舎見学会との同時開催が功を奏し39名の参加が
ありました。
「ヤクルト健康教室」の講演では、講師の指導のもと健

康寿命を伸ばすための運動を行いました。
「新庁舎見学会」では、２階

の講演会場だった多目的ホー
ルから３階の消防本部事務
室、指令センターを見学し、
１階の出動準備室と消防車両
を間近に見た後、建物の外か
ら新庁舎の目玉の一つである
全館免震構造を見学しました。
今回の見学により、新庁舎完
成で大規模災害時にも活動
拠点としての機能を維持でき
ると安心しました。

消防新庁舎見学会＆ヤクルト健康教室 防犯カメラの効果

常葉台自治会では、昨年の
12月に連続して５件の窃盗事
件（主にタイヤの盗難）が発生
しました。

そこで、茨城県警察本部に
対して当自治会で設置して
いる防犯カメラ９台の映像
を提供したところ、犯人の特
定に役立ち、逮捕に至ったと
の報告がありました。

警察の威信を賭けた捜査と
防犯カメラの威力と思われる。

ちなみに、犯人の目線を意
識してパトロールを実施すると、意外と玄関先等に物
が置いてあるのが、目立つという結果でありました。
事件に遭わないためにも、防犯設備の再点検を行い、
防犯意識を高める必要があると思います。

阿字ヶ浦駅には、11月に見事な“はまぎく”を咲かせる
花壇があります。

訪れた人たちに、観光のまち『阿字ヶ浦』を感じてもら
えることを目指し、海浜鉄道の車窓からも素晴らしい眺
めになるようにしています。

毎月第１日曜日に、15名くらいの自治会役員が集まり
手入れをしているため、役員
会も兼ねて、情報交換や自治
会活動の重要な会議の場と
なっています。

“はまぎく”は年１回、11月
にしか見られない小さな花で
すが、満開の時は素晴らしい
です。これから、海浜鉄道が
延伸しても、訪れた人々が楽
しく思い出に残る『阿字ヶ浦』
を目指し、頑張って作ってい
きます。

海浜鉄道延伸にむけて公園除草などを通したつながり

神敷台自治会区域内には、サッカーやキャッチボール
などで自由に遊べるチビッコ広場や、子どもたちに人気
の遊具があるロケット公園などの公園が５カ所、歩行者
専用通路が３カ所あり、それらの除草やごみ拾いを自治
会行事として年に５回行っています。

環境美化委員 を 中心 に 刈払機
の整備を行い、今年度最初となる
５月11日（日）には、会員の皆さん
が早朝から刈払機や鎌などを使
用し、公園や歩行者専用通路の除
草やごみ拾いを行いました。

除草などの奉仕活動により、会
員同士の連帯が強まり、災害時な
ど自分や家族を守ることにつな
がると思います。また、普段何気
なく利用している公園や歩行者
専用通路の環境維持に役立って
います。

つぶ
やき

自治会活動の内容をわかりやすく説明

した加入促進動画を作成しました。

ぜひ、ご覧ください！

神
かみしきだい敷台 阿

あ じ が う ら字ヶ浦

常
と き わ だ い葉台笹

さ さ の

野
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新任自治会長研修会新任自治会長研修会 ５月２２日（木）

稲田自治会

会 長　依田　正幸

七町目自治会

会 長　大内　豊晴

下記の方々が新たに自治会長に就任しました。令和７年度（敬称略）

令和７年３月、田中町集会所が完成した。提案から足かけ８
年かかった。平成３１年当時、見積額は約１，６００万円、市の補
助率は１/２。全世帯に均等の負担を求めると、年に１万円だと
完成までに約５年の積立が必要になり賛意を得られなかった。

令和４年、三役等で再検討した。全世帯均一に負担を求め
ることが本当に平等か、賛否両論あったが全世帯均一の負担で
はなく、寄付を主財源とする方向に転換した。

令和４年は集会所建設にとって大きな逆風が吹いた。新型
コロナとウクライナ侵攻による原材料の値上げである。見積額も２割上がり２千万円に膨らんだが、追い風も吹
いた。市の補助が拡充され、自治会の負担が軽減された。この機会を逃したら集会所は建たないと思った。

令和５年の臨時総会で建設を正式に決定。寄付金集めも各組長の協力で円滑に進んだ。自治会のホーム
ページでも寄付を呼びかけ、当初の目標を大きく超える額が集まった。

集会所建設委員会を組織し、スマホから利用申し込みができる仕組み、スロープや多目的トイレの設置等に
ついて論議した。市内自治会長に積極的に情報提供を求めたところ、みんな快く応じてくれた。

令和６年、集会所の愛称を公募し自治会役員による投票の結果「田中町きずな館」に決定した。
皆の思いが詰まった良いネーミングとなった。

自治研修懇話会自治研修懇話会

新任自治会長紹介新任自治会長紹介

回覧板と加入促進のぼり旗を配布しています

自治会（長）の活動報告

～集会所の完成～  田中町自治会田中町自治会

令和７年度　　ひたちなか市自治会連合会総会ひたちなか市自治会連合会総会
令和７年度ひたちなか市自治会連合会総会が、４月２８日（月）ホテルクリスタルパレスで開催され

ました。梅原正博会長の挨拶後、来賓として、梶山志信ひたちなか警察署長からご挨拶をいただきました。
来賓紹介の後、新任自治会長１２名の紹介がありました。
議事では、令和６年度の事業報告と決算報告が原

案どおり承認され、令和７年度の事業計画（案）、予算
（案）、役員の選出（案）、規約の一部改正（案）について慎

重に審議され、原案のとおり議決されました。
議事終了後、令和６年度をもって退任された自治会

長への感謝状贈呈が行われました。最後に大谷明市長
からご挨拶をいただき閉会となりました。

このたびの研修を通
して、改めて、たくさん
の方々の支えがあって

こそ、自治会は成り立っているのだと実感しまし
た。自治会長という立場になり、早くも２カ月が過
ぎました。この間、前会長さんをはじめ、役員の皆
さんから温かい助言をいただき、本当にありがた
く思っています。最近では、自治会の役割も多様
化し、住みよいまちづくりを目指す中で、行政か
らの大切な情報を地域の皆さんに届けることはも
ちろん、地域と行政の橋渡しとして、地域の声を
反映させる重要な役割を担っているのだと実感し
ています。

また、申請事務の煩雑さを軽減するため、行政
の皆さんにも丁寧に支えていただき、とても助かっ
ています。

これからも、役員や組長の皆さんと方向性をしっ
かり共有し、時間をかけながら、地域の皆さんと
協働し、自治会活動に取り組んでまいります。

会長を拝命し約２カ月、
自治会総会 や 引継 ぎ、
学校行事への出席、清掃

活動、自治会行事の準備、行政対応など、さまざま
な業務に取り組んできました。初めての業務に戸
惑うこともありましたが、「新任自治会長研修会」
に参加し、行政の支援内容や連携についての説明
を受け、自治会運営への不安が和らぎ、より自信
を持って取り組めるようになりました。

現在、自治会員数の減少や役員不足が課題と
なっていますが、誰もが安心して参加できる自
治会を目指し、行政や地域団体と協力すると共に、
地域の皆様の声を大切にしながら、自治会運営
に努めてまいります。今後とも温かいご支援と
ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

● 小舩　洋一（市毛南）	 ● 松室　好則（武田）	 ● 市毛　　厚（向野）
● 渡辺　一郎（佐和）	 ● 依田　正幸（稲田）	 ● 清水　敏治（高野宿）
● 多持　隆一郎（さわ野杜）	 ● 星野　一夫（東石川）	 ● 大内　豊晴（七町目）
● 本間　祥逸（神敷台）	 ● 横須賀　重夫（部田野小谷金）	 ● 磯前　祐一（十三奉行）

１月２３日（木）ホテルクリスタルパレスにおいて、自治会連合会主催による自治研修懇話会が開催さ
れました。講師に放送大学教養学部教授の玉野和志氏をお迎えし、『自治会活動の継続的な運営のために』
と題してご講演をいただきました。自治会が直面してい
る課題である「加入率の低下」「高齢化」「担い手不足」等の
話から始まり、これらの課題について視点を変えて、分か
りやすく説明していただき、学びの多い時間となりました。
講演の後、グループ単位で各自治会の問題や取り組みに
ついてディスカッションを行い、情報共有を図ることが
できました。

新しい回覧板はひたちなか市市民活動課（自治会連合会事務局）で配布
しています。また、自治会加入促進のぼり旗は各所に設置しております。

雨風で傷んだ回覧板や加入促進のぼ
り 旗 が あ り ま し た ら、お 近 く の 自治会
または、ひたちなか市市民活動課（自治
会連合会事務局）にお知らせください。
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